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(

仮
称
）
史
跡
棚
底
城
跡
ガ
イ
ダ
ン
ス

施
設
・
倉
岳
支
所
の
建
設
に
伴
う
造
成

工
事
が
本
年
度
３
月
末
完
工
に
向
け
て

急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
ま
す
。

平
成
２
８
年
度
に
策
定
さ
れ
た
『
史

跡
棚
底
城
跡
整
備
活
用
基
本
計
画
』
で

は
、
複
合
施
設(

道
の
駅
）
と
し
て
令
和

９
年
度
以
降
着
手
さ
れ
る
構
想
と
な
っ

て
い
た
が
、
令
和
４
年
１
２
月
に
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
を
通
し
て
ト
イ
レ
の
常

設
や
マ
ル
シ
ェ
が
で
き
る
ガ
イ
ダ
ン
ス

施
設
の
早
期
実
現
を
要
望
。

一
方
、
令
和
５
年
に
は
倉
岳
支
所
の

修
繕
費
が
経
年
劣
化
で
想
定
以
上
に
高

額
に
な
る
こ
と
が
判
明
。
コ
ス
ト
面
を

考
慮
し
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
と
建
物
を

併
設
す
る
こ
と
で
要
望
が
実
現
し
た
。

併
設
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
①
建
設
コ

ス
ト
の
軽
減
、
②
管
理
運
営
費
の
削
減
、

③
両
施
設
職
員
の
連
携
に
よ
り
、
市
民

に
柔
軟
な
対
応
が
図
ら
れ
る
、
④
史
跡

の
普
及
啓
発
が
図
ら
れ
る
、
⑤
史
跡
棚

底
城
跡
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
支

所
と
連
携
し
て
推
進
で
き
る
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
る
。

い
よ
い
よ
新
年
度
４
月
以
降
、
建
物

の
本
体
工
事
が
始
ま
り
８
年
度
中
に
は

完
成
、
供
用
開
始
の
予
定
で
す
。
地
域
の

皆
様
に
は
、
期
間
中
大
変
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

(

仮
称
）
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
・
倉

岳
支
所
の
建
設
に
伴
う
造
成
工

事
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
捗
中
！

天草市では、まちづくりに関する問題意識を住民の皆さ

んと行政とが共有しながら、ともに力を合わせて問題解決

を図る“協働によるまちづくり”を進め、さまざまな意見や要

望、アイデアなどを行政に反映させるとともに、地域の活動

を活発に推進する仕組みとして「住民自治組織」が設立さ

れました。

「住民自治組織」は、合併前の旧２市８町の区域ごとに設

置された１０の「まちづくり協議会」と、旧小学校区や行政区

などを単位とした５１の「地区振興会」があり、それぞれが

各地区の特色を活かしたテーマを掲げ、活動をしていると

ころです。

棚底地区振興会は、平成１８年の発足当初から「自然と

歴史と文化の里棚底--地域資源を活用したまちづくり--」を

テーマに国指定史跡棚底城跡や石垣群、コグリ、天草最高

峰「倉岳」や希少植物アイラトビカズラなど地域資源や歴史

的遺産を活用したイベント等で交流人口の増加を図る一方、

敬老会や地区スポーツ大会、防災訓練など地域住民に密

着した事業を計画、地区の活性化や明るい地域づくりに努

めているところです。

平成１８年に天草市合併後は、人口が年々減っていく中、

今、必要なのは地域みんなで課題

を共有し、乗り越えていく協調性！

高齢化が進み振興会や各自治会の役員の成り手不

足が深刻な課題となっております。特に２年ごとの改

選年ともなると、多くの地区が人選に苦労されている

と思います。が、少ない人口でも区独自に創意工夫し

て成り手不足を解消しておられるところもあるようで

す。今、必要なのは地域みんなで課題を共有し乗り

越えていく協調性ではないでしょうか。

昨今、豪雨による土砂災害や台風、地震など自然

災害が頻発し、地域住民同士の自助・共助の精神が

益々重要になっています。 「仕事が忙しいとか他に

適任者がいるから」など自分の都合ばかりで物事を

判断しないで自ら進んで自治組織に参画し、地域の

将来を考え協働していただければと思います。

急ピッチで進む造成工事＝（仮）ガイダンス・支所建設予定地

振興会総会の様子＝昨年



　

令和７年３月号

１月末

845（-5)

１２月末

464 957（-4）

850

460（-4） 961
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１月末 １２月末

564（-1)

高齢化率
５３.７２　％

人　　口

　人口動静

世　帯　数

棚　底

浦 268（-1）269 565

429(0）

1,157（-5）

宮　田 429

2,376 2,366（-10)合　計 1,162

今月の石垣散策トイレ掃除当番

地域づくり部会 毎週 火、土曜日

倉岳小学校 毎週 木曜日

３月 １日（土）～７日（金）

春の全国火災予防運動

３月 ２日（日）天高倉校卒業式

３月 ９日（日）倉岳中卒業式

３月２４日（月）倉岳小卒業式

（予定のため変更になる場合あり）

振興会部会員必見！

棚
底
城
通
信
１
０
５
号

現在、３月末に発刊予定の（仮称）「棚底物語」

の編集委員会を月２回のペースで実施している。

秋口までは暑い日が続いたので、主としてコミ

セン会議室でテーマを決めて情報を交換した。各

地に伝わる狭小地名や年中行事、伝承、祭祀、

方言などを全員でディスカッションし、それを歳川

委員長が集約していく形で実施した。
涼しくなってからは、神社、仏閣、石造、記念碑

などを現地調査し、２区や３区では、個人宅に
祀っておられる妙見さんや北辰さんなど祠の写
真を撮ったり大きさを測り記録した。

発刊まで残り少なくなったが、ふるさと棚底の歴
史を網羅した「棚底物語」が後世につながる記念
誌の一助となれれば幸いです。

期
日

令
和
７
年
４
月
２
７
日(

日
）

受
付

午
前
８
時
０
０
分

開
会

午
前
９
時
０
０
分

コ
ー
ス
Ⓐ
史
跡
め
ぐ
り

ー
Ⓑ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

場
所

棚
底
地
区
コ
ミ
セ
ン

参
加
料

一
般

１
０
０
０
円

高
校
生
以
下

５
０
０
円

申
込
方
法

所
定
の
郵
便
振
替
用
紙
に
参
加
料

を
添
え
て
郵
便
局
で
払
い
込
む

定
員

１
５
０
名
（
先
着
順
）

問
合
せ
先

棚
底
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

電
話
０
９
６
９(

６
４
）
３
６
６
４

Ⓕ

０
９
６
９(

６
３
）
７
５
４
４

定
員
に
到
達
次
第
締
切
り 【昨年の史跡めぐり＝棚底城跡登り口】

【六部塔を調査する会員＝小崎】

棚
底
城
跡
の
最
重
要
部
で

あ
る
Ⅰ
郭
の
整
備
工
事
が
３

月
７
日
に
竣
工
し
ま
す
。
Ⅰ

郭
は
城
主
が
い
た
と
さ
れ
る

空
間
で
、
居
館
と
見
ら
れ
る

建
物
や
板
張
り
の
建
物
が
発

掘
調
査
で
検
出
さ
れ
ま
し
た
。

発
掘
調
査
で
は
居
館
の
床

構
造
や
間
取
り
が
分
か
ら
な

か
っ
た
の
で
、
建
物
の
範
囲

を
黒
線
で
、
塀
を
赤
線
で
表

現
し
ま
し
た
。
床
張
り
の
建

物
は
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
と
し
て

整
備
す
る
こ
と
で
、
こ
こ
に

座
っ
て
海
や
山
の
景
色
を
楽

し
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

無
数
の
柱
の
跡
か
ら
ど
の

よ
う
に
建
物
を
検
討
し
た
の

か
を
解
説
看
板
に
記
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
見
学
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

(

天
草
市
文
化
課

宮
崎
）

～
Ⅰ
郭
整
備
工
事
が

竣
工
し
ま
す
～

【Ⅰ郭の整備工事途中】


